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33． 教会の祈り 

司）祈りましょう。私たちの主イエス・キリストの父、全能の神よ。 

あなたは天地を造り、これを治め、救い主、御独り子を与え、

み心とみ恵みとを現わしてくださいました。私たちは、これら

の限りないみ恵みに、心から感謝し、讃美を献げます。父よ、

あなたの慈しみのうちに､日ごとにあなたの民をかえりみ､み子

イエス・キリストのゆえに、民の祈りに耳を傾けてください。 
 

 諸祈祷  (会衆代表の祈り)… 、 キリストのみ名によって。 

衆）主よ、聞いてください。 

司）父なる神よ。私たちの祈りに耳を傾けてください。私たちの思

いを超え、み心によって、憐れみと愛のうちに私たちを守り、

日毎にみ旨を明らかに示してください。私たちの主イエス・キ

リストによって祈ります。 

 

 

 

 

34． 祝福 

 

 

 

 

司）願わくは、主があなたを祝福し、あなたを守られるように。 

願わくは、主がみ顔をもってあなたを照らし、あなたを恵まれるように。 

願わくは、主がみ顔をあなたに向け、あなたに平安を賜るように。 

父と子と聖霊のみ名によって。 

 

 

 

 

35． 終わりの歌（着席) 

⓬ 

礼 拝 式 

《開会の部》 

奏 楽 

1．  初めの歌（起立） 

2．  み名による祝福 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3．  罪の告白の勧め 

司）私たちは父なる神のみ前にまごころをもって近づき、罪をざん

げし、主イエス・キリストによってゆるしを願いましょう。 

 

4． 罪の告白 

司）父なる全能の神よ。 

衆）私たちは生まれながら罪深く、けがれに満ち、思いと言葉と

行いとによって多くの罪を犯しました。私たちはみ前に罪を

ざんげし、父なる神の限りない憐れみにより頼みます｡ 

司）憐れみ深い神よ。 

衆）み子イエス・キリストのゆえに、全ての罪をゆるしてください。

聖霊によって､主と主のみ旨についてのまことの知識を与え､

また主のみことばへの従順な心を 私たちに与えてください。 

 

❶ 



 

5．  ゆるしの祝福祈願 

司）ひとりのみ子イエス・キリストを死に渡し、すべての罪をゆる

された憐れみ深い神が、罪を悔いみ子を信じる者に、ゆるしと

慰めを与えてくださるように。 

 

  

 

 

6. 詩編交読 

7． グロリア・パトリ 

 

 

 

 

8.  キリエ 

 

 

 

 

 

 

 

 

❷ 

あなたと聖霊と共に、ただ独りの神であり、世々に生きて治め

られるみ子主イエス・キリストによって祈ります。 

 

  

 

 

《派遣の部》 

31． 祝福の挨拶 

 

 

 

32． ヌンク・ディミティス（今、あなたは僕を去らせてくださいます） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

⓫ 



 

 

 

 

 

 

29． 聖餐への招き（着席） 

司）洗礼の礼典にあずかったかたは、聖卓へお進みください。 

（他のかたはそのまま、黙想のうちにお待ちください。） 

 

司）キリストのからだ、キリストの血です。  会）アーメン 

 

聖餐の祝福 (起立) 

司）私たちの主イエス・キリストのからだとその尊い血は、信仰

によってあなた方を強め、守り、永遠のいのちに至らせてく

ださいます。 

会）アーメン 

 

30． 陪餐の感謝 

 

 

 

 

全）全能の神よ。この救いの賜物をもって、新たな力を与えてく

ださったことを感謝します｡恵みによって、私たちがますます

主を信じ、また、互いに愛をもって仕えることができるよう

に、私たちを強めてください。 

❿ 

 

 

 

 

 

 

9．  グロリア  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

❸ 



 

《みことばの部》 

10． 祝福の挨拶 

 

11． 主日の祈り 

司）共に、主日の祈りを祈りましょう。 

衆）．．．アーメン 
 

12． 第一朗読日課、第ニ朗読日課（着席） 

朗）本日の第一朗読日課は、○○書○○章○○節から始まります。 

－（第一朗読日課）日課を終わります。 

朗）本日の第二朗読日課は、○○書○○章○○節から始まります。 

－（第二朗読日課）日課を終わります。 

 

13． ハレルヤ唱（起立） 

 

 

 

 

 

14． 福音書または主要日課の朗読 

朗）本日の福音書の朗読は、○○福音書○○章○○節から始まります。 

     －（福音書）－ 福音書の朗読日課を終わります。 

❹ 

26． 主の祈り 

司）祈りましょう 

全）天にましますわれらの父よ。 

願わくはみ名をあがめさせたまえ。み国を来たらせたまえ。

みこころの天になるごとく、地にもなさせたまえ。われら

の日ごとの糧を今日も与えたまえ。われらに罪を犯すもの

を、われらがゆるすごとく、われらの罪をもゆるしたまえ。

われらを試みにあわせず、悪より救い出したまえ。国と力

と栄えとは、限りなくなんじのものなればなり。アーメン 

 

27． 平和の挨拶 

 

 

 

 

 

 

28． アグヌス・デイ（神の小羊） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

❾ 



 

24． サンクトゥス（聖なる） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

25． 設定 

司）私たちの主イエス・キリストは苦しみを受ける前日、パンを 

取り、感謝し､これを裂き、弟子たちに与えて言われました。 

「取って食べなさい。これは、あなたがたのために与える私の

からだである。私の記念のため、これを行いなさい。」 

食事ののち、杯も同じようにして言われました。 

「取って飲みなさい。これは、罪のゆるしのために、あなたが

たと多くの人びとのために流す私の血による新しい契約であ

る。私の記念のために、これを行いなさい。」 

 

 

 

 

 

❽ 

15． みことばの歌（着席） 

司）本日のみことばの歌として、○○を歌いましょう。 

 

16． 説 教 

 

17． 信仰の告白（使徒信条） 

司）使徒信条によって、信仰の告白を共にしましょう。 

全）われは天地の造り主、全能の父なる神を信ず。 

われはそのひとり子、われらの主イエス･キリストを信ず。

主は聖霊によりて宿り、おとめマリアより生まれ、ポンテ

オ・ピラトのもとに苦しみを受け、十字架につけられ、死に

て葬られ、陰府に降り、三日目に死人のうちよりよみがえり、

天に昇り、全能の父なる神の右に座したまえり、かしこより

来たりたまいて、生ける人と死にたる人とをさばきたまわん。 

われは聖霊を信ず。また聖なるキリスト教会、聖徒の交わり、

罪のゆるし、からだのよみがえり、限りなき命を信ず。 

アーメン 

 

《奉献の部》 

18． 祝福の挨拶 

 

 

 

 

 

19． 奉献と奉献唱 

司）主に献げましょう。 

 

➎ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

20． 奉献の祈り 

司）祈りましょう。 

主よ。ここに献げる感謝と奉仕のしるしを祝福してください。

どうか、あなたの栄光のために、私たちのすべてを用いてくださ

い。あなたと聖霊と共に、ただ独りの神であり、永遠に生きて

治められるみ子、主イエス・キリストによって祈ります。 

 

➏ 

 

 

 

 

《聖餐の部》 

21． 聖餐の歌 

司）聖餐の讃美歌、○○を歌いましょう。 

 

22． 序詞（起立） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

23． その日の序詞 

司）聖なる主、全能の神、永遠の父よ。 

いつどこででも、私たちの主イエス・キリストにより、あな

たに感謝するのは当然であり、また、ふさわしいことです。 

あなたのみ子、羊の大牧者である主イエス・キリストは、使

徒たちを宣教に遣わし、すべての国民を弟子とされました。

こうして、主イエス・キリストは世の終わりまで、いつも共

にいると約束されました。  

今、地にある教会は、あなたのみ名をあがめ、永遠の讃美を

天にある天使の群れと共に声を合わせて歌います。 

 

➐ 


